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大
隊
は
、
令
和
五
年
七
月
三
日
（
月
）
か
ら
九
月

二
十
二
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
一
般
陸
曹
候
補
生
課

程
後
期
教
育
及
び
新
隊
員
特
技
課
程
教
育
を
担
任

し
、
第
二
中
隊
長
（
佐
藤
一
尉
）
以
下
九
名
で
教
育

隊
を
編
成
し
た
。 

 

教
官
鎌
田
（
健
）
一
曹
は
「
戮
力
協
心

り
く
り
ょ
く
き
ょ
う
し
ん

」
を
要

望
事
項
に
掲
げ
、
教
官
・
助
教
の
熱
意
あ
る
指
導
の

下
、
施
設
科
隊
員
と
し
て
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技

術
を
修
得
し
た
。
新
隊
員
十
六
名
は
互
い
に
切
磋
琢

磨
す
る
と
と
も
に
、
同
期
の
絆
を
大
切
に
し
、
一
丸

と
な
っ
て
日
々
逞
し
く
成
長
し
た
。 

 

そ
の
教
育
も
九
月
二
十
二
日
（
金
）
を
も
っ
て
修

了
し
、
各
部
隊
や
中
隊
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
と
な
っ

た
。
今
後
は
施
設
科
隊
員
と
し
て
若
い
力
を
発
揮

し
、
末
永
く
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。 

新

隊

員

教

育 

槐

会

サ

マ

ー

キ

ャ

ン

プ 

 

曹
友
槐
会
は
、
令
和
五
年
七
月
二
十
九
日
（
土
）

四
年
ぶ
り
に
、
と
う
ま
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
プ

場
（
当
麻
町
）
に
お
い
て
槐
会
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を

開
催
し
た
。 

 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
過
ご
し
や
す
い
気
候

の
中
、
槐
会
会
員
と
沢
山
の
家
族
が
参
加
し
、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
や
虫
取
り
、
焼
き
肉
そ
し
て
か
き
氷
を
食

べ
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
キ
ャ
ン
プ
と

な
っ
た
。 

 

大
隊
（
大
隊
長
貝
森
２
佐
）
は
、
令
和
五
年
八
月
十
九
日
（
土
）
か

ら
二
十
六
日
（
土
）
の
間
、
令
和
五
年
度
北
部
方
面
隊
総
合
戦
闘
力
演

習
に
お
い
て
大
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。 

 

各
中
隊
は
北
海
道
大
演
習
場
に
展
開
し
、
其
々
に
与
え
ら
れ
た
任
務

を
完
遂
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
来
た
が
、
い
よ
い
よ
そ
の
力
を
見
せ
る

時
が
来
た
。
今
年
の
夏
は
十
年
に
一
度
の
高
温
の
予
報
で
、
最
高
気
温

も
連
日
三
十
度
超
え
の
厳
し
い
残
暑
の
中
、
南
方
の
島
し
ょ
を
思
わ
せ

る
高
温
多
湿
の
中
の
検
閲
と
な
っ
た
。
ま
た
、
熱
中
症
等
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
大
変
危
険
な
気
象
条
件
で
、
各
隊
員
は
暑
さ
と
の
戦
い
で
も

あ
っ
た
。
そ
ん
な
気
象
条
件
の
中
、
隊
員
は
不
撓
不
屈
の
精
神
で
最
後

の
最
後
ま
で
諦
め
る
こ
と
な
く
、
目
的
意
識
を
持
っ
て
、
や
る
べ
き
こ

と
を
や
り
、
師
団
の
任
務
必
遂
に
貢
献
し
た
。 

 

大
隊
は
、
師
団
か
ら
与
え
ら
れ
た
任
務
を
次
々
と
遂
行
し
、
任
務
達

成
に
向
け
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
作
戦
間
、
戦
況
の
推
移
に
応
じ
た
各

種
施
設
支
援
を
実
施
し
、
師
団
の
任
務
達
成
に
最
大
限
寄
与
し
た
。 

 

本
演
習
に
お
い
て
、
第
十
四
施
設
群
と
協
同
で
師
団
施
設
調
整
所
を

開
設
・
維
持
・
運
営
し
相
互
に
連
携
し
な
が
ら
持
ち
前
の
施
設
科
魂
で

す
べ
て
の
任
務
を
完
遂
し
、
状
況
終
了
後
は
互
い
に
健
闘
を
讃
え
、
固

い
絆
で
結
ば
れ
た
。 

駐

屯

地

夏

ま

つ

り 

 

令
和
五
年
八
月
二
日
（
水
）
旭
川
駐
屯
地
に
お
い

て
駐
屯
地
夏
ま
つ
り
が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

会
場
で
は
、
盆
踊
り
・
高
校
生
ダ
ン
ス
・
野
外
売

店
・
打
ち
上
げ
花
火
と
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
隊
員

と
家
族
、
そ
し
て
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と
親
睦
を
深
め
た
。 

 

や
ぐ
ら
構
築
は
第
三
中
隊
が
担
任
し
、
短
期
間
で

強
固
か
つ
美
し
く
完
成
さ
せ
、
駐
屯
地
の
広
報
活
動

及
び
自
衛
隊
の
好
感
度
向
上
に
貢
献
し
た
。 



 
 

 

 

隊
員
自
主
募
集
（
旧
・
縁
故
募
集
）
情
報
を
随
時
募
集
し
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
身
近
で
自
衛
隊
に
関
心
の
あ
る
方
（
十
八

歳
以
上
三
十
三
歳
未
満
）
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非

と
も
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

第４中隊  

３曹 青木啓太 

長男 

朔也
さ く や

くん  

第３中隊 

青木３尉 

Ｒ５．９．１３ 

 

野口２曹 

Ｒ５．８．４ 

 

結婚しました 
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2施設大隊ＯＢ 

渋谷 里絵 

 

いつも皆様の 

おそばに 

ジブラルタ生命 

 

 旭川支社 北彩都支部 
 

小 浜 有 希 

〒０７０－００３３ 

旭川市３条通９丁目１７０４－１  

ＴＥＬ:０１６６－２３－６６５１ 

ＦＡＸ:０１６６－２６－１１９６ 

 

   

    石油ストーブの分解清掃・ＯＨ 

     長井住設 

  

〒０７１－８１２３ 

旭川市末広東３条３丁目１番２４号 

TEL&FAX:０１６６－５４－２１９９ 

 

長 井 弘 美
な が い  ひ ろ み

 

             

 

 旭川支社 旭川大町営業部 

   中川 佳代子 

〒０７０－０８４１ 

旭川市大町一条３－１４ 

日本生命大町ビル２Ｆ 

ＴＥＬ：０１６６－５１－５４６１ 

 ＦＡＸ：０１６６－５３－７２９２ 

 

日本生命保険 

             
 

                             

旭川支社 旭川第二営業所 

  間 藤 裕 子 
 

〒０７０－００３４ 

旭川市４条通１２丁目左１０号 

ＴＥＬ:０１６６－２３－８４２７ 

ＦＡＸ:０１６６－２２－１３５６ 

 

 フコク生命  

             
 

                             

 

【 

Ｏ
Ｂ
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会 

】 

第

五

次

大

隊

集

中

練

成

訓

練 

 

大
隊
は
、
令
和
五
年
九
月
二
十
五
日
（
月
）
か
ら
二
十
九
日

（
金
）
の
間
、
近
文
台
演
習
場
及
び
北
海
道
大
演
習
場
東
千
歳

地
区
に
お
い
て
、
第
五
次
大
隊
集
中
練
成
訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
の
目
的
は
、
第
三
次
師
団
訓
練
検
閲
に
お
け
る
成
果

の
反
映
及
び
施
設
支
援
能
力
向
上
を
狙
い
と
し
て
実
施
、
各
中

隊
は
訓
練
内
容
を
精
査
し
、
実
効
性
及
び
効
果
的
な
練
成
訓
練

を
実
施
し
、
第
二
中
隊
は
市
街
地
戦
闘
訓
練
場
に
お
い
て
、
市

街
地
の
障
害
構
築
と
遭
遇
戦
を
練
成
し
、
緊
張
感
の
中
、
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
訓
練
を
行
っ
た
。 

令和５年度３四半期【１０月】 

【

も

う

す

ぐ

定

年

】 

 
Ｏ
Ｂ
会
は
、
令
和
五
年
九
月
十
日
（
日
）
鷹
栖
町
丸
山
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
に
お
い
て
、
今
年
度
第
二
回
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を

実
施
し
た
。
気
温
約
三
〇
度
、
残
暑
厳
し
い
中
、
腕
前
を
大
い
に

発
揮
し
、
接
戦
を
繰
り
広
げ
、
Ｏ
Ｂ
会
員
・
現
職
隊
員
合
わ
せ
て

約
二
十
六
名
の
参
加
者
は
親
睦
を
深
め
た
。 

 

結
果
は
、
男
性
の
部
、
川
添
時
雄
氏
、
女
性
の
部
、
佐
藤
京
子

氏
が
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
。 

（有）道北トロフィー商会 

営業課長  

  菅原 正起   
〒０７０－００３８ 

旭川市８条通１５丁目    

７３ー２０ 

℡ 
０１６６－２２－３７８７ 

【 

Ｏ
Ｂ
会
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー 

】 

 

Ｏ
Ｂ
会
は
、
令
和
五
年
八
月
六
日
（
日
）
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

旭
川
に
お
い
て
、
今
年
度
の
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
。

参
加
者
は
Ｏ
Ｂ
会
員
・
現
職
隊
員
、
旭
川
駐
屯
地
売
店
会
を
合
わ

せ
約
四
十
六
人
が
参
加
し
、
四
年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
冷

た
い
ビ
ー
ル
で
喉
を
潤
し
、
バ
ン
ド
演
奏
を
聴
き
な
が
ら
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
た
。 

大
隊
本
部 

 

三
等
陸
佐 

 
 

長
尾 

 

俊 
 

 

令
和
六
年
一
月
十
日
付 

レ

ン

ジ

ャ

ー

森

本

誕

生

！ 
第

三

中

隊

長

離

着

任 

 
第
三
中
隊
長
足
立
一
尉
は
、
指
揮
幕
僚
課
程
に
合
格
し
た
こ

と
に
よ
り
令
和
五
年
八
月
一
日
付
で
、
教
育
訓
練
研
究
本
部
付

へ
異
動
、
約
五
ヵ
月
に
わ
た
る
中
隊
長
勤
務
を
完
遂
し
た
。
着

隊
以
来
、
大
隊
の
精
強
化
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
将
来
は
、
大
隊
長
と
し
て
帰
還
さ
れ

る
こ
と
を
要
望
す
る
。 

 

令
和
五
年
八
月
一
日
付
で
、
溝
口
一
尉
が
第
四
十
八
代
中
隊

長
に
着
任
し
た
。
統
率
方
針
「
必
要
性
の
追
求
」
、
要
望
事
項

に
「
献
身
」
「
尊
重
」
を
掲
げ
、
第
三
中
隊
の
更
な
る
精
強
化

を
目
標
に
尽
力
し
た
い
と
抱
負
を
述
べ
た
。
溝
口
一
尉
の
ご
活

躍
と
第
三
中
隊
の
発
展
を
祈
念
す
る
。 

 

本
部
管
理
中
隊
通
信
小
隊
の
森
本
三
曹
は
、
令
和
五
年
五
月

八
日
（
月
）
か
ら
七
月
二
十
七
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
第
二
十
六

普
通
科
連
隊
（
留
萌
）
に
お
い
て
令
和
五
年
度
師
団
集
合
教
育

「
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
に
参
加
し
た
。 

 

森
本
三
曹
は
厳
し
く
過
酷
な
想
定
を
乗
り
越
え
、
見
事
不
撓
不

屈
の
精
神
を
も
っ
て
、
栄
光
を
示
す
輝
く
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
徽
章

を
手
に
入
れ
た
。
帰
還
式
に
お
い
て
は
、
多
く
隊
員
と
ご
家
族
が

拍
手
で
出
迎
え
た
。
帰
還
式
後
、
家
族
や
同
僚
と
久
し
ぶ
り
に
顔

を
合
わ
せ
る
と
森
本
三
曹
は
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
た
。 

幸

せ

い

っ

ぱ

い

！ 
 


